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伝
聞
録

六
日
午
前

一
時
四
十
五
分
、
Ｂ
２９
爆
聖
隆

『イ
ノ
ー
ラ
　
ダ
イ
』
号
が

一
ヨ
の
爆
弾

「リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
を
積
ん
で
テ
ニ
ア
ン

鼻
か
ら
広
島
上
空

へ
飛
ん
だ
。
三
日
後
の

九
日
第
二
番
目
の
原
子
爆
弾
が
長
崎
市
に

投
下
さ
る
。
　

鈴
木
総
理
は
ポ
ツ
ダ
ム
ヨ

一

言
受
話
を
決
意
し
た
が
、
宮
中
の
大
本
管

地
下
察
で
開
か
れ
た
最
高
戦
争
指
導
会
接

は
、
降
代
か
決
戦
か
で
英

っ
二
つ
に
分
か

れ
、
鈴
木
総
理
は
つ
い
に
天
皇
陸
下
に
最

後
の
決
断
を
仰
い
だ

（昭
和
二
十
年
八
月

十
日
午
前
二
時
）
。

八
月
二
十
日
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

ダ
グ
ラ
ス
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
愛

機

「バ
タ
ー
ン
」
号
で
、
敗
戦
国
日
本

へ

第

一
歩
を
厚
木
飛
行
場
に
印
し
た
。

圏
寧
院
大
寧
射
撃
部
の
創
設
功
労
者
、

昂

卑
の
鉄
人
』
歓
名
誉
監
督
河
野

〈旧

姓
和
国
）
武
央
先
輩
が
関
東
州
大
連
の
大

違
第

一
中
学
校

〈旧
制
》
を
昭
和
九
年
に

卒
業
し
、
彗
畳
の
ご
と
く
東
京
に
現
れ
本

写
で
学
び
卒
業
さ
れ
た
の
が
昭
和
十
四
年

で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
激
動
す
る
昭
和

に
身
を
置
く
青
春
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年

本
津
部
国
文
学
科
予
科
に
入
学
し
、
大
連

一
中
時
代
に
十
分
磨
き
上
げ
た
射
撃
の
腕

前
を
思
う
存
分
に
本
上
の
大
会
で
発
揮
し

た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
早
基
射
撃
部
に

入
部
し
た
。
が
、
骨
然
と
し
た
、
部
銃
は

僅
か
三
挺

（二
十
年
式

一
挺
含
む
）
で
部

国
寧
院
大
學

体
育
連
合
会
射
撃
部

員
は
自
分
を
含
め
て
た

っ
た
の
六
名
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
大
会
は
、
関
東
学
連
主
性

（日

本
史
上
初
の
学
連
）
の
全
国
学
生
春
季
、

秋
季
大
会
、
東
京
市
大
主
催
の
全
国
高
専

大
会
、
京
都
市
大
主
催
の
全
国
高
専
大
会
、

拓
殖
大
主
催
の
全
日
本
大
学
高
専
大
会
の

他
日
本
帝
国
射
的
協
会
主
催
年
二
回
、
明

治
神
宮
大
会

（現
在
の
国
体
）
等
が
あ

っ

た
が
、
団
体
戦
は

≡
組
十
名
な
の
で
、
本

卑
は
選
手
が
足
り
す
弓
道
部
等
の
部
外
者

を
借
り
て
出
場
し
五
十
組
中
四
十
位
前
後

が
常
で
あ

っ
た
。
　
全

校
複
数
組
出
場
可
）

昭
和
十
年
、
早
く
も
二
年
生
で
〓
将
に

任
ぜ
ら
れ
る
と
、
奮
起
し
て
部
の
構
築
に

取
り
組
み
、
ま
ず
部
員
数
を
二
十
名
ま
で

に
増
や
し
大
連
時
代
に
研
究
工
夫
し
た

『あ
る
技
』
を
全
部
員
に
仕
込
み
猛
練
習

し
、
明
治
埜
宮
大
会
に
出
場
し
団
体
入
賞

を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
寧
当
局
か

ら
三
た
の
三
十
八
年
式
銃
を
御
褒
美
と
し

て
買
い
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
学
校
と

し
て
は
部
構
築
の
功
を
労
う
も
の
で
あ
り
、

部
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
最
も
ふ
さ

わ
し
い
ブ
レ
ゼ
ン
ト
品
の
受
領
と
な

っ
た
。

昭
和
十

一
年
十
月
十
八
日
、
本
写
は
全

日
本
学
生
射
撃
遭
盟
結
成
記
念
兼
第

一
回

全
日
本
学
生
射
撃
競
技
選
手
権
大
会

（会

長
は

一
篠
一質
孝
公
爵
、
東
京
府
大
久
保
射

撃
場
、
関
東
　
関
西
　
東
海
の
二
支
部
対

抗
戦
　
二
十
六
枝
対
抗
戦
、
使
用
銃
三
八

式
歩
米
銃
　
三
百
ｍ
五
発
速
射
　
限
秒
三

分
）
に
出
場
し
、
二
十
六
枚
対
力
戦
で
団

体
優
勝

（選
手
Ｈ
高
案
順

一
、
荒
巻
時
夫
、

木
村
真
三
郎
、
宮
地
集
人
、
杉
本
　
繁
、

行
弘
桃
太
郎
、
杉
田
美
智
治
、
渡
辺
　
昭
、

古
屋
正
資
い
和
国
武
奥
）
、
個
人
で
も
行

弘
挑
太
郎
選
手
が
４３
点
で
優
勝

（二
位
学

習
院
大
の
佐
藤
、
三
位
慈
大
の
吉
見
）
、
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優
勝
間
違
い
な
し
と
さ
れ
て
い
た
河
野
武

典
選
手
は
四
位
に
甘
ん
じ
た
が
、
三
支
部

対
抗
戦
に
関
東
支
部
代
表
と
し
て
出
場
、

獲
得
点
数
好
点
で
日
本
最
高
記
録
を
構
立

し
優
勝
し
た
。

（東
京
日
日
新
聞
》

こ
の
４７
点
と
い
う
記
録
は
そ
の
後
の
い

か
な
る
大
会
で
も
破
ら
れ
ず
、
も
じ
ど
う

り
河
野
先
輩
は
日
本
記
録
保
持
者
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。
以
後
本
害
は
常
勝
軍
と
な

り
、
と
く
に
明
治
神
宮
大
会
大
学
高
専
の

部
に
於
い
て
昭
和
十
二
年
団
体
優
勝

〈選

手
＝
高
案
順

一
、
売
巻
時
夫
、
官
地
榮
人
、

安
原
実
行
、
渡
辺
　
昭
、
松
本
、
年
都
ｇ
、

小
澤
、
杉
田
美
智
治
、
和
国
武
典
）
、
そ

し
て
河
野
先
輩
卒
業
の
年
は
団
体
準
優
勝

に
と
輝
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
河
野
先
書
は
個
人
優
勝
三
回

の
他
は
常
に
五
位
以
内
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
五
名
を
選
ぶ
予

選
が
三
回
行
わ
れ
て
、
三
回
と
も
先
輩
は

一
位
で
通
過
し
て
　
殆
ど
代
表
に
決
定
で

あ
っ
た
が
、
大
会
が
中
止
さ
れ
幻
の
代
表

と
な

っ
た
。
　

『東
京
に
河
野
あ
り
』
と

言
わ
れ
、
そ
の
名
が
東
西
に
知
れ
渡
る
の

は
こ
の
頃
で
あ
る
。
秘
話
と
し
て
、
先
査

は
帝
囲
陸
軍
か
ら
度
々
呼
び
出
さ
れ
て
小

石
川
射
撃
場
　
大
久
保
射
撃
場
に
赴
き
、

陸
軍
射
撃
教
官
、
陸
軍
兵
器
本
部
員
の
ま

え
で
、
そ
の
射
撃
術
を
抜
露
し
た
。
陸
軍

兵
器
本
部
で
は
昭
和
十
三
年
九
月
ご
ろ
か

ら
、
日
径
六
　
五

ｍ
の
三
八
式
歩
兵
銃

（明
治
二
十
八
年
に
軍
用
小
銃
と
し
て
制

定
）
に
か
わ
れ
て
、
日
径
七

ｍ
級
の
新
小

銃
の
改
良
が
試
作
さ
れ
、
名
古
屋
造
兵
厩

案
の
七
　
七

ｍ
小
銃
が
昭
和
十
四
年
に
正

式
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
年
が
皇
紀
二
五

九
九
年
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
新
小

銃
は
、
九
九
式
小
銃
と
名
付
け
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
河
野
先
輩
は
九

九
式
小
銃
の
開
発
に
貢
献
し
、
さ
ら
に
、

当
時
の
陸
軍
の
伏
射
姿
勢
は
射
面
に
対
し

て
形
成
す
る
体
の
角
度
を
お
お
む
ね
三
十

度
前
後
と
し
て
い
た
も
の
を
、
四
十
五
度

の
も
の
を
も
っ
て
最
適
で
あ
る
と
提
唱
し
、

自
ら
は
六
十
度

（大
連
時
代
に
修
得
》
に

て
射
撃
し
集
弾
率
の
高
さ
を
証
明
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
隆
軍
は
射
撃
教
練
で
は

『
四
十
五
度
を
も
っ
て
適
当
と
す
る
』
と

し
、
教
範
を
変
更
し
て
い
る
。

（戦
後
、

河
野
先
輩
は
近
代
競
技
射
撃
の
様
に
ス
リ

ン
グ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
で
き
得
る

限
り
角
度
を
浅
く
し
、
低
い
姿
勢
が
取
れ

る
様
に
と
指
導
さ
れ
て
い
る
）

本
寧
を
卒
業
し
て
大
連
実
業
学
校
に
奉

職
し
て
か
ら
は
、
実
業
学
校
の
射
撃
部
も

育
成
し
、
杉
原

（現
姓
松
本
）
由
浩
選
手

以
下
有
力
選
手
を
引
き
連
れ
、
昭
和
十
五

年

（紀
元
二
六
〇
〇
年
）
再
度
東
京
に
出

現
、
十

一
月
、
第
十

一
回
明
治
神
宮
大
会

射
撃
競
技
中
等
学
校
の
部
で
近
藤
選
手
が

入
賞
、
翌
年
同
大
会
で
開
束
州
が
優
勝
、

十
二
月
第
十
五
回
全
日
本
中
等
学
校
射
撃

大
会
府
県
対
抗
戦
で
も
、
関
東
州
が
優
勝

し
百
武
選
手
が
日
本

一
に
輝
い
て
い
る
。

な
お
昭
和
十
七
年
十
月
、
最
後
の
開
催

と
な
っ
た
第
十
三
回
明
治
神
官
大
会
射
撃

競
技

一
般
の
部
で
は
関
東
州
が
優
勝
に
輝

い
て
い
る
。
そ
の
団
体
選
手
の
一
員
に
河

野
武
奥
、
そ
し
て
大
達

一
中
時
代
に
河
野

部
員
か
ら
射
撃
教
授
を
受
け
た
古
勝
埼
朗

選
手
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し

て
お
く
。

昭
和
十
九
年
卒
業
の
平
尾
旨
剛
先
輩
が

個
人
優
勝
を
果
た
し
た
の
が
、
千
葉
県
習

志
野
四
百

ｍ
射
撃
場
で
の
三
八
式
歩
兵
銃

十
発
競
射
会
で
あ
る
。
戦
時
中
で
は
あ
っ

た
が
学
生
選
手
多
数
参
加
の
な
か
で
の
大

殊
勲
で
あ

っ
た
。
こ
の
大
会
は
平
尾
選
手

以
外
は
全
員
が
二
位
と
い
う
変
則
的
な
も

の
で
は
あ
っ
た
。
つ
ま
り
同
僚
の
二
宮
選

手

（二
十
二
期
）
孫
創
選
手

（二
十
三
期
》

ほ
か
全
参
加
選
手
の
標
的
に
は
弾
痕
が
皆

無
で
あ

っ
た
訳
だ
が
、
平
尾
選
手
は
必
中

の
信
念
で
敢
聞

一
発
の
命
中
学
を
撃
ち
込

ん
だ
の
で
あ
る
。
射
撃
中
遠
く
離
れ
た
標

的
上
に
し
ゃ
も
じ
型
示
点
得

（弾
着
位
置

を
射
手
に
知
ら
せ
る
た
め
の
棒
）
が
ヒ
ュ

ー
と
出
た
時
の
喜
び
は
如
何
ば
か
り
で
あ

っ
た
か
。

関
東
州
が
優
勝
し
た
明
治
神
官
大
会
射

撃
競
技
、
大
学
高
車
の
部
で
本
客
は
団
体

五
位
に
入
貫
し
た
。
競
技
方
式
は
、
ま
ず

駆
け
足
で
四
血
を
走
破
し
、
伏
的
に
た
い

し
て
試
射
二
発
、
本
射
五
発
を
発
射
す
る

と
い
う
伏
射
競
技
で
あ
っ
た
。
本
射
眼
秒

五
分
、
競
技
銃
は
三
八
式
歩
兵
銃
で
あ
り
、

競
技
直
前
に
射
手
に
手
渡
き
れ
た
。
こ
の

時
、
平
尾
選
手
は
二
発
を
命
中
さ
せ
入
賞

し
て
い
る
。
個
人
優
勝
に
は
三
発
の
命
中

騨
が
あ
っ
た
明
治
大
学
の
岡
団
伝
三
選
手

が
輝
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
の
本
宰
団
体
選
手
で
あ

っ
た
坂
本
選
手
、
松
本
選
手
、
松
山
選
手
、

山
崎
選
手
は
戦
死
さ
れ
た
と
声
を
詰
ま
ら

せ
て
お
話
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
武
器
、
武
臭
、
武
士
道
、
武

人
、
武
芸
、
武
術
、
武
道
館
等
々
の

『武

』
に
は

『戦
を
止
め
る
』
と
い
う
抑
止
力

と
し
て
の
意
味
の

『魂
』
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
意
味
合
い
を
無
視
し
ま
す
と

思
わ
ぬ
誤
解
を
招
き
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

厳
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
戦
後
の
昭
和
二
十

一
年
二
月
、

天
皇
陛
下
は
全
国
巡
章
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
巡
章
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
北

海
道
ま
で
距
離
に
し
て
三
万
三
千
血
に
も

及
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
気

売
廃
し
た
人
心
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
希
望
を
と
り
も
ど
そ
う
と

日
本
体
育
協
会
の
発
案
に
よ
り
、
第

一
回

国
民
体
育
大
会
が
近
畿

一
円
を
中
心
に
分

散
開
催
さ
れ
た
。

す
　
わ
本
害
の
有
志
も
各
人
が
秘
蔵
し

て
お
い
た
ス
プ
リ
ン
グ
銃
を
も
ち
よ
り
、

他
大
学
に
先
ん
じ
て
活
動
に
入

っ
た
の
で

あ
る
。

昭
和
二
十
二
　
三
年
ご
ろ
に
な
る
と
射

撃
界
各
方
面
の
諸
氏
に
よ
り
関
東
　
関
西

で

《
日
本
射
的
倶
楽
部
》
と
い
う
呼
称
で

躍
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
復
活
の

機
運
も
高
ま
り
、
よ
う
や
く
昭
和
二
十
四

年
九
月
十
五
日
に
ク
レ
ー
射
撃
と
合
同
で

《
日
本
射
撃
錫
会
》
と
し
て
正
式
に
発
足

し
、
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十

一
日
に
日

本
体
育
協
会
に
加
盟
、
同
年
十
二
月
十
四

日
に
国
際
射
撃
連
合

（Ｕ
　
Ｉ
　
Ｔ
》
に

再
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

二
十
八
年

一
月
二
十
日
、
ク
レ
ー
射
撃
競

技
を
分
離
し
て

《
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協

会
》
が
創
立
さ
れ
た
。
な
お
、
第
四
回
国

民
体
百
大
会
は
東
京
で
開
催
さ
れ
、
こ
れ

じ
フ
イ
フ
ル
射
撃
は
公
開
競
技
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
回
の
広
島

大
会
か
ら
正
式
種
目
と
し
て
認
め
ら
た
。

こ
の
こ
ろ
平
行
し
て
、
戦
前
の
日
本
学

連
創
設
の
功
労
者
で
あ

っ
た
故
日
本
ラ
イ

フ
ル
射
撃
協
会
名
誉
会
長
師
尾
源
蔵
先
生

の
戦
後
の
大
活
躍
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
先
生
が
常
に
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

た

『学
生
自
治
に
よ
る
競
技
射
撃
』
、
そ

の
戦
後
の
実
現
の
た
め
に
師
尾
先
生
自
ら

そ
大
学
へ
飛
び
込
ん
で
相
手
方
が
納
得
す

る
ま
で
何
度
も
訪
問
説
明
し
、
付
名
か
の

有
志
学
生
を
集
め
さ
せ
る
と
い
う
涯
身
の

i″
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努
力
と
半
抱
が
必
要
と
さ
れ
る
巡
行
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
昭
和
二
十
八
年

六
月
に
創
立
会
を
開
く
ま
で
に
こ
ぎ
つ
か

れ
る
の
で
あ
る
。

（明
治
大
学
初
代
監
督
、

在
学
現
役
中
に
主
唱
し
て
大
正
十
二
年
十

一
月
二
日
　
第

一
回
関
東
大
学
高
等
専
門

学
校
大
会
を
凍
京
府
赤
羽
射
撃
場
で
開
催

し
た
。
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
翌
年

二
月
八
日
関
東
学
生
射
撃
連
盟
が
結
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
）

さ
て
、
昭
和
二
十
七
年
ま
で
は
本
學
に

は
当
然
の
ご
と
く
射
撃
場
は
無
く
、
渋
谷

の
丘
の
本
寧
運
動
場

（現
体
有
館
）
検
に

あ
っ
た
旧
校
合
の
御
不
浄
と
旧
弓
道
場
の

筐
か
な
空
間
で
、
隣
の
吸
江
寺
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塀
に
漂
的
を
置
き
練
習
す
る
と
い

う
日
々
で
あ
っ
た
。
使
用
さ
れ
た
銃
は
国

産
の
中
折
ス
プ
リ
ン
グ
式
で
、
な
ぜ
か
そ

の
時
代
、
レ
コ
ー
ド
楽
器
店
で
も

一
握
壱

郎
円
也
で
、
無
許
可
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
た

（
マ
ニ
ア
は
ド
イ
ツ
製
の
ダ
イ
ア

ナ
を
戦
前
か
ら
所
持
）
。
ち
な
み
に
そ
の

こ
ろ
の
流
行
歌
は

『
り
ん
ご
の
歌
』

『晴

く
な
小
鳩
よ
』

『東
京
の
花
売
娘
』
等
で
、

童
話
は

『
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
』
で
あ

る
。
　

河
野
監
督
の
激
励
に
よ
り
本
格
的

な
部
活
動
に
入
っ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年

ご
ろ
か
ら
で
、
囲
争
院
大
寧
正
式
承
た
取

射
撃
部
と
し
て
復
活
を
果
た
し
、
そ
の
後

の
射
撃
部
の
方
向
性
を
確
立
さ
れ
た
の
が

明
石

（現
姓
今
副
）
喜
Ｅ
、
平
山
八
郎
、

北
條
俊
朗
の
六
十
二
期
の
三
先
輩
で
あ
る
。

ひ
き
つ
づ
き
大
き
な
墜
、
本
學

与

率
ち
る
へ
の
登
録
は
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
。
戦
後
ま
だ
間
も
な
い
こ
と
で
も
あ

り
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
対
す
る
世
間

一
般

の
理
解
度
が
薄
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は

並
の
考
え
で
は
解
決
し
そ
う
に
も
な
か
っ

た
。
　

平
山
部
員
は
主
将

〈戦
後
初
代
）

に
就
在
す
る
と
、
昭
和
二
十
八
年
の
紀
元

節
か
ら
解
決
策
の
検
討
に
熱
中
し
、
桜
の

書
が
開
く
こ
ろ
、
よ
う
や
く

一
案
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
．
そ
れ
は
本
客
全
学
部

（当
時
は
政
経
学
部
、
文
字
部
の
二
学
部
）

の
学
生
全
員
に
題
旨
を
説
明
し
、
了
解
を

得
た
上
で
、
こ
そ
っ
て
部
員
登
録
書
に
署

名
し
て
も
ら
い
、
と
ふ
モ
対
し
登
録
申
請

書
と
共
に
部
員
名
簿
を
提
出
す
る
と
い
う

前
代
末
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。
政
経
学
部

の
授
業
中
に

『
か
く
か
く
、
し
か
じ
か
、

射
撃
部
を
創
設
す
る
の
で
賛
成
を
は
署
名

せ
よ
』
と
の
紙
が
回
っ
て
き
て
、
驚
き
感

動
し
た
の
は
北
榛
生
徒
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
晴
れ
て
オ

傍
登
録
が
叶

っ
た
の
で
あ
る
。

（部
員
総

数
三
百
人
で
あ

っ
た
。
当
時
の
本
學
生
総

数
の
三
割
に
当
た
る
。
）

同
年
六
月
二
十
八
日
霧
雨
の
中
、
小
石

川
屋
内
射
掌
場
に
東
西
の
八
大
学
合
わ
せ

て
Ｏ
Ｂ
十
数
名
、
学
生
約
二
十
名
が
集
ま

り
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
日
本
学
生
ラ
イ
フ

ル
射
撃
連
盟
復
活
創
立
会
が
開
催
さ
れ
た
。

再
建
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
河
野
監
督
出

席
、
そ
し
て
学
生
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、

明
石
　
平
山
　
北
傑
の
三
学
徒
の
雰
張
し

た
顔
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
復
活
学
通
初

代
会
長
に
は
東
京
大
学
Ｏ
Ｂ
の
木
梨
信
彦

氏
、
理
事
長
に
芹
沢
新
平
氏

（明
治
大
学

Ｏ
Ｂ
》
副
理
事
長
に
河
野
式
英
先
輩
が
就

任
し
、
学
連
幹
事
長
に
明
治
大
学
の
検
山

長
幸
部
員
が
推
薦
さ
れ
、
日
本
学
生
ラ
イ

フ
ル
射
撃
連
盟
は
、
い
よ
い
よ
そ
の
飛
翔

期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
芹
沢
、

河
野
の
名
コ
ン
ピ
は
、
学
連
構
成
の
根
幹

で
あ
る
規
約
の
作
成
に
入
り
、
行
事
開
催

等
諸
問
題
に
次
々
に
取
り
組
み
解
決
し
て

い
く
の
で
あ
る
．
そ
れ
は
、
戦
後
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

又
学
連
の
恒
久
的
発
展
を
見
題
し
て
の
重

要
な
作
業
で
あ

っ
た
。
こ
の
結
盟
よ
り
二

カ
月
の
同
年
九
月
十
二
日
、
最
初
の
積
極

的
活
動
行
事
と
し
て
連
盟
結
成
記
念
競
技

会
を
小
雨
降
る
中
、
本
學
運
動
場
片
隠
の

に
わ
か
造
り
射
場
で
開
催
し
た
。
始
射
式

に
は
、
当
時
の
本
學
の
石
川
岩
吉
學
長
に

お
務
め
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
り
ま

す
。
一晏
話
と
し
て
　
　
そ
の
始
射
的
に
弾

痕
が
無
く
、
平
山
主
将
が
釘
で
真
ん
中
に

大
を
開
け
て
、
掌
長
に
お
届
け
し
た
こ
と

を
北
條
選
手
が
記
憶
し
て
い
る
。
ま
た
そ

の
時
、
芹
沢
理
事
長
は
河
野
副
理
打
長
と

共
に
平
山
主
将
に
同
行
し
て
運
動
場
内
に

あ
る
讐
長
宅

へ
、
ご
換
拶
に
参
上
し
た
と

こ
ろ
、
御
褒
美
と
し
て

「お
祝
い
」
と
お

酒
を
頂
戴
し
か
え
っ
て
恐
縮
し
た
と
後
に

語

っ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
記
念
す
べ
き
大
会
に
は
、
関
西
か

ら
も
二
枚
が
は
る
ば
る
遮
征
し
て
き
て
参

加
出
場
し
束
西
合
計
九
技
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
図
母
院
大
學
体
育
連
合
会
射
撃
部

は
団
体
優
勝
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

（六
十
三
期
の
天
野
恒
彦
、
中
島
　
稔
の

両
選
手
が
団
体
を
組
む
、
個
人
は

一
位
天

野
、
二
位
平
山
、
三
位
中
島
》
そ
れ
は
戦

後
学
生
射
撃
の
復
活
を
告
げ
る
輝
か
し
く

と
快
な
る
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
も
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
の
下
級
生
部
員

〈六

十
二
期
、
六
十
五
期
》
が
、
そ
の
後
も
各

大
会
に
優
勝
者
　
準
優
勝
者
　
入
賞
者
を

統
々
と
輩
出
し
て
い
く
わ
け
で
、
い
わ
ば

本
害
の
第
二
回
目
の
黄
金
時
代
で
あ

っ
た
。

（昭
和
二
十
九
年
十
月
、
第

一
回
全
日
本

学
生
射
撃
選
手
権
と
銘
打
っ
て
公
式
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
場
所
は
中
野
警
察
学
校

射
撃
場
と
小
石
川
射
撃
場
で
、
参
加
は
十

五
校
で
、　
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
の
み
で
行
わ

れ
、
団
体
優
勝
に
は
同
志
社
大
学
が
輝
い

た
。
第
二
回
大
会
は
昭
和
三
十
年
十
月
、

大
阪
城
南
射
撃
場
と
大
阪
府
警
索
学
校
射

卑
場
で
行
わ
れ
、
明
治
大
学
が
団
体
総
合

優
勝
を
控
得
し
た
。
こ
の
大
会
か
ら
Ｓ
Ｂ

と
Ａ
Ｒ
の
総
合
成
績
で
順
位
を
決
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
第
二
回
大
会
は
昭
和
三
十

一
年
十

一
月
、
神
奈
川
県
富
岡
射
撃
場
で

慶
応
義
聖
大
学
が
団
体
総
合
優
勝
を
獲
得

し
て
い
る
。
》

と
こ
ろ
で
、
学
連
籍
成
の
前
年
の
昭
和

二
十
七
年

（西
暦

一
九
五
二
年
）
第
１５
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
で
日

本
復
帰

〈日
本
史
上
初
の
ラ
イ
フ
ル
選
手

と
し
て
明
大
Ｏ
Ｂ
の
猪
熊
幸
夫
氏
、
監
督

に
同
じ
く
明
大
Ｏ
Ｂ
で
現
日
ラ
会
長
の
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昭
和
２８
年
９
月
１３
日
　
学
連
結
成
記
念
大
会

優
勝
の
と
き
前
列
左
よ
り
水
上
　
天
野
、

中
島
　
後
列
左
よ
り
袖
山
　
北
候
　
一
人

お
い
て
木
元
　
明
石
　
一
人
お
い
て
子
山

安
斎
　
賃
先
生
）
。
　

大
会
後
、
文
部
省

よ
り
そ
大
学
に
米
国
製
の
Ｓ
Ｂ
シ
ル
バ
ー

シ
リ
ン
ダ
ー
銃
が
有
料
で
配
給
さ
れ
た
。

し
か
し
時
代
が
時
代
だ
け
に
、
そ
の
資
金

集
め
に
は
、
こ
れ
ま
た
大
変
な
吉
労
が
要

さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
頃
、
他
大
学
で
も
Ａ

Ｒ
競
技
銃
と
し
て
使
わ
れ
だ
し
た
の
が

ヘ

イ
リ
ン
カ
ン
三
回
ポ
ン
ブ
式
、
シ
ャ
ー
ブ

三
回
ポ
ン
ブ
式
で
あ

っ
た
。
本
學
射
撃
部

に
お
い
て
も
買
い
替
え
さ
れ
な
が
ら
昭
和

四
十
二
　
三
年
ご
ろ
ま
で
競
技
銃
と
し
て

生
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
両
銃
と
も
、

国
産
だ
け
あ

っ
て
日
本
人
向
き
に
設
計
さ

れ
、
使
い
馴
れ
た
者
に
と
っ
て
は
優
秀
な

銃
で
あ
っ
た
。
日
径
は
四
　
五

ｍ
で
ジ
ェ

ッ
ト
弾
を
使
用
し
銃
腔
内
回
転
よ
ろ
し
く

命
中
正
確
で
あ

っ
た
。

本
學
射
撃
部
の
女
性
部
員
第

一
号
の
久

野
〓
子
選
手

〈七
十
五
期
》
も
、
ポ
ン
ブ

銃
の
名
手
で
あ
り
、
そ
の
美
貌
と
章
麗
な

る
射
撃
姿
勢
に
は
、
本
學
は
も
ち
ろ
ん
他

校
男
子
選
手
の
憧
れ
の
的
と
な
り
話
題
を

呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
久
野
部
員
が
四
年

生
の
年
、
同
輩
菊
地

（現
姓
鈴
木
）
秀
夫

選
手
が
十
月
の
全
日
本
選
手
権

〈朝
毎
射

撃
場
　
国
体
選
手
　
五
輪
強
化
選
手
多
数

参
加
》
に
出
場
し
、
特
大
の
花
火
打
ち
上

げ
に
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ

Ｒ
３Ｐ
百
二
十
発
競
技
に
七
位
入
賞
、
Ｆ
Ａ

Ｒ
３Ｐ
百
二
十
発
競
技
は
準
優
勝

〈
一
位
は

埼
玉
県
の
関
根
選
手
、
三
位
は
明
大
の
篠

崎
選
手
》
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
　
”花

火
の
打
ち
上
げ
”
に
成
功
と
言
え
ば
、

「努
力
の
男
」
ヮ
ル
サ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
の
名
手

横
田
聴
夫
君

（八
十
五
期
、
現
コ
ー
チ
し

の
名
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
役
■
昭

和
二
十

一
年
に
一
部
復
帰
を
果
た
し
、
そ

の
年
の
十

一
月
全
日
本
学
生
で
Ｓ
Ｄ
Ｒ
３Ｐ

個
人
五
位
入
賞

（
一
位
明
大
の
市
村
　
忠
、

二
位
同
じ
く
明
大
の
猿
渡

〔現
姓
若
林
〕

秀
子
》
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
団
体
七
位
入
賞
と
大
健

闘
し
た
。

（関
東
Ｆ
Ｓ
Ｂ
Ｒ
伏
射
六
十
発

競
技
会
で
は
、
み
ご
と
に
個
人
優
勝
に
輝

い
て
い
る
）

こ
れ
は
そ
の
当
時
、
他
大
学
に
対
し

分
《
印
教
殉
聯
朝
が
没
い
命
療
以
時
弥
で
十

ャ　
国
産
競
技
銃
の
畳
産
は
昭
和
四
十
二
年

に
東
京
ラ
イ
フ
ル
か
ら
発
売
さ
れ
た
シ
ャ

ー
プ
ー
２
０
Ｘ

〈サ
イ
ド
レ
バ
ー

一
回
ボ

ン
プ
式
無
振
動
銃
）
、
後
継
銃
バ
ン
タ
ー

ゲ

ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
が
最
後
と
な

っ
た
。

昭
和
四
十
年
前
後
か
ら
Ａ
Ｒ
競
技
銃
と

し
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
不
安
鐘
我
奪

〈
フ
ァ
イ
ン
ベ
ル
グ
バ
ウ
　
サ
イ
ド
レ
バ

ー
式
ス
プ
リ
ン
グ
、
ス
ラ
イ
ド
無
反
動
銃
、

西
ド
イ
ツ
）
で
あ
り
、
こ
と
ご
と
く
大
会

の
優
勝
銃
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
は
、

メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
ツ
ヴ

ィ
エ
ー
ト
連
邦
製
の
実
夢
杖

（
エ
ム
ツ
ェ

ー
）
、
虎

（タ
イ
ガ
）
が
主
流
で
あ
り
、

昭
和
三
十
九
年

（西
暦

一
九
六
四
こ

の

基
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
は
西
ド
イ
ツ
製

の
間
出
都

（ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
〕
が
そ
の
王

座
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
射
撃
か
ら
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
射
撃
に
ル
ー
ル
改
正
さ
れ
る
と
、

闇
出
都
経
馳
燃
糖

（ア
ン
シ
ュ
ツ
ン
亨
Ｊ

エ
ネ
ン
タ
ル
）
、
悪
詐
Ｕ
Ｉ
Ｔ

（
ヮ
ル
サ

ー
》
な
ん
て
な
銃
が
台
頭
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
昭
和
二
十
年
代
の
大
入
に
し
ろ
外

国
の
銃
は
、
そ
の
名
を
漠
字
に
直
す
と
、

何
ゆ
え
に
こ
う
も
不
思
議
で
怪
し
い
感
じ

に
な
る
の
か
　
　
？

話
を
尿
し
て
、
１
２
０
Ｘ
は
本
事
で
も

部
銃
と
し
て
基奎
舛
と
同
時
に

一
捷
購
入
し

て
お
り
、
と
き
の
一
年
生
部
員

（八
十
期
）

が
よ
く
練
習
に
励
み
十

一
月
の
新
入
戦
に

お
い
て
団
体
六
位
に
入
賞
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
よ
り
先
に
行
わ
れ
た
春
関

（五

月
）
で
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｒ
　
Ａ
Ｒ
団
体
総
合
Ｉ

部
三
位
と
な
り
Ｉ
部
復
帰
を
果
た
し
、
Ａ

Ｒ
団
体
の
石
川
　
明
選
手

（七
十
八
期
）

が
、
三
姿
勢
立
射
で
１
８
２
点
を
マ
ー
ク

し
種
目
個
人
優
勝

〈学
生
新
）
に
輝
い
て

い
る
。
使
用
銃
は
フ
ァ
イ
ン
ベ
ル
グ
バ
ウ

ヘ
ピ
ー
バ
レ
ル
で
あ
っ
た
。　
つ
づ
い
て

秋
関

（十
月
）
で
Ｓ
Ｂ
Ｒ
　
Ａ
Ｒ
団
体
総

合
■
部
四
位
、
Ｉ
部
昇
格
を
狙
え
る
位
置

を
確
保
し
た
。
　

ま
た
、
こ
の
年
に
河
野

監
督
の
も
と
安
達
謙
司
先
輩

（六
十
五
期
）

が
正
式
に
ヨ
ー
チ
に
就
任
し
て
い
る
。
と

に
か
く
新
入
戦
を
最
後
に
昭
和
四
十
三
年

は
、
次
年
に
向
け
て
良
い
ム
ー
ド
で
活
動

を
終
え
た
の
で
あ
る
。
　

あ
く
る
昭
和
四

十
四
年
の
活
動
は
、
二
月
に
二
十
八
代
二

将
石
田
　
裕
部
員

（前
年
の
伏
射
大
会
、

春
関
、
秋
関
に
Ｓ
Ｄ
Ｒ
団
体
選
手
と
し
て

出
場
し
の
卒
業
後
、
四
月

一
日
～
七
日
の

朝
霞
春
手
合
宿

（二
十

一
名
参
加
）
か
ら

始
ま
っ
た
。
宿
舎

（朝
長
旅
館
）
に
は
、

何
度
も
河
野
監
督
が
陣
中
見
舞
に
い
ら
し

て
の
叱
咤
敵
励
、
額
に
汗
し
な
が
ら
、
監

督
自
ら
畳
の
上
で
代
射
姿
勢
を
と
り
　
射

手
の
心
構
え
、
射
撃
技
術
、
本
母
の
伝
統

等
々
を
熱
心
に
お
話
に
な
っ
て
い
た
姿
に

は
、
部
員
全
員
心
に
深
く
期
す
る
も
の
が

生
じ
、
自
然
と
練
習
に
身
が
入

っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

一
カ
月
半
後
の
二
月
、

本
母
は
、
戦
前
そ
し
て
戦
後
の

一
時
期
を

通
し
て
の
お
家
芸

『伏
射
』
で
、
久
し
ぶ

り
に
光
輝
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
年
の
最
初
の
大
き
な
競

技
会
、
関
東
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
代
射
選

手
権
大
会

（於
朝
長
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
射
撃

場
五
月
二
十
四
日
　
二
十
五
日
）
で
、
優

勝
候
補
の
法
政
大
学
を
大
き
く
引
き
離
し

て
Ａ
Ｒ
は
団
体
優
勝

〈学
生
新
》
を
獲
得

し
、
Ｓ
Ｂ
　
Ａ
Ｒ
団
体
総
合
で
も
四
位
入

賞

（前
年
は
十
三
位
）
と
大
殊
勲
を
あ
げ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｒ
団
体
出
場

選
手
は
初
日
は
、
林
　
正
明

（四
年
５
８

１
点
五
位
》
、
石
川
　
明

（四
年
５
８
４

点

一
位
、
学
生
新
）
、
競
技
二
日
日
は
、

本
間
恒
夫

（二
年
５
８
０
点
八
位
》
、
吉

川
辰
夫

（四
年
５
７
１
点
〕
、
大
田
寛
道

（三
年
５
８
０
点
士
位
）
で
あ

っ
た
。
Ｓ

Ｂ
Ｒ
団
体
は
、
小
野
寺
　
栄

（四
年
）
、

三
田
労
治

（四
年
）
、
永
越
英
世

（四

年
》
、
相
原
敏
行

（四
年
）
、
田
辺
秀
登
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（三
年
）
の
各
選
手
が
健
闘
し
八
位
入
賞

に
食
い
込
ん
だ
。

こ
の
大
会
は
、
当
時
の
日
ラ
会
長
の
福

品
憤
太
郎
氏
、
同
理
事
長
の
安
斎
　
賞
氏

学
連
会
長
芹
沢
新
平
民
ら
の
提
唱
に
よ
り
、

今
回
よ
り

「林
崎
杯
』
を
Ｓ
Ｂ
Ｒ
個
人
優

勝
者
に
贈
呈
す
る
と
し
た
記
念
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
そ
の
第

一
回
受
賀
者
に
本
容

の
こ
口
労
治
運
手

（七
十
八
期
）
が
揮
い

た
の
で
あ
る
。
獲
得
点
数
は
５
８
４
点

（学
生
新
》
で
あ

っ
た
。

『林
崎
杯
じ
と
は
、
明
治
大
学
の
学
達

選
手
林
崎
昭
裕
部
員
が
、
第
１８
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
伏
射
六

十
発
競
技
に
出
場
し
、
み
ご
と
に
六
位
に

入
賞

（
一
ヽ
六
位
ま
で
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
コ
ー
ド
》
。
　

し
か
し
数
年
後
、
不
慮

の
交
通
事
故
に
よ
り
、
若
く
し
て
そ
の
生

に
を
閉
じ
た
こ
と
か
ら
、
生
前
の
功
績
を

た
た
え
、
ま
た
学
連
の
伏
射
厳
技
力
向
上

を
奨
励
す
る
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
　
　
　
　
。

さ
て
、
勢
い
づ
い
た
本
客
は
ひ
た
す
ら

一
部
昇
格
を
信
じ
て
、
六
月
の
春
季
関
東

学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
に
挑
ん

だ
。
陣
容
は
Ｓ
Ｂ
Ｒ
三
姿
勢
が
、
小
野
寺

栄

（
四
年
）
、
三
田
芳
治

（
四
年
）
、

回
辺
秀
登

（三
年
）
、
安
藤
俊
雑

（二

年
）
、
加
藤
英
文

（二
年
）
Ａ
Ｒ
三
姿
勢

が
、
林
　
正
明

（四
年
）
、
石
川
　
明

（四
年
》
、
大
田
寛
道

（三
年
）
、
平
山

雅
章

〈二
年
）
、
手
塚
敏
控

（二
年
》
で

あ
る
。
前
年
の
新
人
戦
で
六
位
に
入
賞
し

満
を
持
し
て
出
場
し
た
二
年
生
全
員
は
自

己
ベ
ス
ト
を
撃

っ
た
が
、
他
の
選
手
は
練

習
時
の
点
数
を
か
な
り
下
回
る
と
い
う
不

振
で
あ

っ
た
。
結
果
は
団
体
総
合
Ｉ
部
ニ

位
で
、　
一
位
の
早
稲
田
大
学

（試
合
後
１

部
に
昇
格
）
に
た
っ
た
の

一
点
ポ
ッ
キ
リ

及
ば
ず
無
念
の
涙
を
飲
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
射
手
個
人
々
々
の
ピ
ー
ク
調
整

と
団
体
選
手
逆
抜
の
バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ

を
証
明
し
た
出
来
１１
で
は
あ

っ
た
。

安
達
コ
ー
チ
、
金
≡
後
夫
先
４

（六
十

九
畑
）
、
伊
藤
　
一充
先
輩

（七
十
二
期
）

青
木
仲
悦
先
輩

（七
十
二
期
）
の
方
々
が

師

っ
て
伊
藤
先
輩
の
安
車
日
産
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
朝
巨
に
応
援
に
疑
け
付
け

昭
和
四
十
四
年
、
長
野
県
南
小
谷
で
夏
合
宿
，

後
列
左
よ
り
二
人
日
に
本
字
初
の
女
子
部
貢

任
イ
　
松
阿

（現
姓
成
田
）
啓
子
の
顔
も
あ

る
。
松
岡
赳
子
は
昭
和
四
十
六
年
の
女
子
明

で
何
人
優
勝
　
団
体
二
位
に
却
い
た
．

て
く
だ

っ
さ
た
の
が
十

一
月
十
五
、
十
六

日
の
両
日
で
、
第
十
六
回
全
日
本
学
生
ラ

イ
フ
ル
射
撃
選
手
粧
大
会
の
二
日
日
、
三

日
日
で
あ

っ
た
。
本
客
は
前
月
の
秋
関
で

も
、
春
関
同
様
の
ミ
ス
で
団
体
総
合
Ｉ
部

二
位
と
振
る
わ
ず
、
部
全
体
が
な
ん
と
な

く
重
い
空
気
の
ま
ま
で
参
加
し
て
い
た
の

で
あ
る
　
　
、

　

ヤ
▼
」
で
、
踏
ん
振

っ

た
の
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｒ
三
姿
勢
で
個
人
総
合
六

位
入
賞
、
伏
射
種
日
優
勝

（１
９
８
点
）

の
三
田
選
手
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｒ
で
は

永
越
選
手
が
伏
射
種
日
四
位
入
賞

（１
９

７
点
）
、
大
田
選
手
が
同
九
位

（１
９
４

点
）
と
健
闘
し
今
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
る
に

あ
た
り
、
な
ん
と
か

『伏
射
の
囲
宰
院
苔

の
面
目
を
保

っ
た
。

全
日
本
の
表
彰
式
も
終
り
、
射
場
に
も

夕
間
が
道

っ
て
き
た
こ
ろ
、
万
歳
三
噌
の

声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
剛
こ
え
て
来
た
。

つ
づ
い
て
各
校
は
そ
れ
て
れ
円
師
を
組
み

後
転
の
大
合
唱
に
入

っ
た
。
本
字
も
Ｏ
Ｄ

の
方
々
と
円
陣
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
図

大
校
駄
、
応
援
歌
を
持

一
杯
の
大
声
で
弧

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
く

私
が
本
寧
射
撃
部
に
入
部
し
た
の
は
、

昭
和
四
十
二
年
五
月
も
下
旬
の
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
久
我
山
高
校
同
僚
の
官
内
者
の
誘

い
で
、
本
館
校
合
屋
上
射
撃
場
へ
行
き
部

員
登
察
を
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
で

す
ぐ
銃
を
渡
さ
れ
伏
射
姿
勢
を
教
わ
り
な

が
ら
射
撃
を
開
始
し
た
。
そ
の
時
恕
切
丁

字
な
指
導
を
受
け
、
い
や
こ
れ
は
案
外
に

大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
う
も
の
は
、
過

し
安
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
正
直
思
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
　
教
授
し
て
下

さ

っ
た
の
が
四
年
生
の
慎
ｍ
先
輩
で
あ
り
、

波
さ
れ
た
銃
は
ヘ
イ
リ
ン
カ
ン
ニ
回
ボ
ン

ブ
式
で
あ

っ
た
。
　
　
　
あ
れ
か
ら
二
十

年
と
い
う
月
日
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
本
学
射
撃
部
を
思
う
と
き
、
い
つ
も

自
分
自
身
が
現
役
時
代
の
自
分
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
思
い
の
最
後
は
、
現
役
諸
君
に

「目
標
を
狙
い
あ
て
る
」
を
真
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
努
力
し
て
題
進
し
て
は
し
い

と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
こ
の
稿
を
い
た
だ
き
執
筆
に
当
た

っ
て
は
、
古
屋
正
資
、
平
尾
旨
剛
、
平
山

八
郎
、
北
候
俊
朗
、
安
達
訴
司
、
金
子
俊

夫
、
相
馬
宏
二
の
先
輩
諸
氏
か
ら
、
貴
■

な
体
験
談
と
教
示
を
頂
き
、
深
く
御
礼
中

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
本
ラ
イ
フ
ル
狩
撃

協
会
の
佐
藤
床
里
子
さ
ん
に
は
、
お
忙
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
肖
筆
者
の
意
を
よ

く
承
知
し
て
下
さ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
二
十
枚
に

及
ぶ
感
銘
深
い
資
料
を
提
供
し
て
頂
く
こ

と
が
で
き
た
。

昨
年
十
二
月

一
日
晴
天
の
日
曜
日
、
故

名
誉
監
督
河
野
武
果
先
輩
の
末
亡
人
ト
ミ

子
様
と
、
東
上
練
成
増
駅
で
待
ち
合
わ
せ

を
し
、
新
人
戦
■
の
朝
霞
射
撃
場
へ
ご
案

内
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
沢
山
の
学
生
が

懸
命
に
取
り
組
む
姿
を
御
覧
に
な
り
な
が

ら
、
我
が
子
を
見
る
よ
う
に
目
を
細
め
て

絶
え
ず
微
実
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ミ
子
様
の
ご
紹
介
に
よ
り
大
連

一
中
時
代
の
河
野
先
輩
の
旧
友
百
束
秀
趣

氏

（八
十
歳
、
昭
久
会
幹
事
長
）
と
も
お

話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
束
氏

も
大
連

一
中
時
代
は
射
撃
部
の

一
員
で
あ

り
河
野
先
々
と

一　

二
を
争
う
院
前
で
あ

り
、　
一
絡
に
上
京
し
百
末
氏
は
束
京
世
業

大
学

へ
進
学
し
、
当
初
は
射
撃
部
に
所
拡
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し
そ
の
後
性
に
部

へ
移
り
活
解
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

散
名
者
監
督
河
野
武
典
先
生
は
我
々
に

勇
気
と
多
く
の
夢
を
与
え
て
下
さ

っ
た
。

ご
本
人
も
ま
だ
ま
だ
見
来
て
ぬ
夢
を
残
し

て
、
今
は
芝
の
増
上
手
に
水
眠
さ
れ
て
い

一る
。た

い
――――
懸
案
で
あ

っ
た
、
部
史
を
多
少

な
り
と
も
■
け
た
と
白
魚
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
で
肩
の
荷
を
お
ろ
せ
た
わ
け

で
は
な
く
、
今
後
と
も
ご
言
兄
を
預
い
た

う
え
で
改
定
版
、
年
表
或
い
は

一わ
た
し

の
思
い
出
」
の
稿
を
設
け
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

あ
顧
い
致
し
ま

す
。

じ
れ
≡

い■

写真左上

河野トミ子様を囲んで

朝晨射撃場

写真左

お元気な時の

河野武映総監督

写真下

大通実業学校、

担任クラス記念写真

最 昨2た端が河野教師

平
成
九
年

一
月

寄

ｆ

浄

〈
・工
亨

一▼

大
国
　
寛
道

ｔ
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